
 

 

 

 

 

 

○主要品目の規模別機械化体型モデル 
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○水稲作業との競合は少ないです。

○複合経営の冬期の作物として、導入メリットがあります。

○作業の機械化一貫体系が確立しており、大規模経営が可能です。

○加工用需要が多く、安定的な契約栽培も可能です。
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○大規模経営を目指すには、省力化機械の導入及び雇用労働力の確保

　が必要です。

○生育期はヨトウムシ類や黒葉枯病等の病害虫防除を定期的に実施

　する必要があります。

○小トンネルによる、春どり作型もあります。
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○大規模経営を目指すには、省力化機械の導入及び雇用労働力の確保
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○大規模経営を目指すには、省力化機械の導入及び雇用労働力の確保

　が必要です。

○長期的に販売するためには、貯蔵施設やキュアリング施設が必要に

　なります。

○さつまいも基腐病の発生が近年、問題となっています。無病苗の確

　保と生育期の防除が、さつまいも栽培の最も重要な課題です。

○水稲作業との競合は少ないです。

○作業の機械化一貫体系が確立しており、大規模経営が可能です。

○加工用需要が多く、安定的な契約栽培も可能です。

○長期貯蔵により、高単価での販売も見込めます。
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